
固定電話は声の波形が電気の波形に置き換えられて届く仕組み。周波数帯上下一部 

はカットされるものの本人の声。一方、携帯電話等無線通信の回線では、人間の声は 

データ量が多く無線では届け難い。そこでデータを減らすため、声の特徴と音の情報 

を分解し、約 43 億パターンが収録されているというコードブック（音の辞書）から 

特徴の似ているものを選び音の情報と一緒に送信。話し手そっくりの合成された声が 

聞こえているそうです。暫く会っていない旧友等の肉声を聞いてみたいものです。 

科学の進歩や文化の変遷で、わずか四半世紀足らずの間に激変した生活様式。パソ 

コン普及に相まって、インターネット環境の飛躍的向上は最も暮らしを変えたと言っ 

ても過言ではないでしょう。利便性は果てなく追及されるものの、度重なるトラブル 

を耳にすると、その側面に生じる危険性については度外視されている観は否めません。 

「明日は我が身」かもしれない危険について一考してみることも大切です。 

 

創業 66 年 住宅保証機構届出事業者・ﾀﾞｲﾗｲﾄ構法加盟店     釘一本・棚一枚から！！ ご用命は大和久建築へ！                                                     

現場従事関連業務を除けば分野を問わず活用できるインターネット。遠隔地どうしでテレワー 

クやリモート会議・打ち合わせなどが可能となり通勤・出張というプロセスが軽減され、その結 

果時間や交通費等経費などの節約にも一役あり。また、新型コロナ禍のこのご時世にも即し、人 

の動きを抑えるという意味でも有意。カタログや書類の雛形等の資料収集も必要とあれば多種多 

様に即入手可能、他多様のメリットがあり仕事・業務上では今や必須アイテム。 

日常では買い物や売りたいものがあれば、会社や自宅で居ながらにして、またスマートフォン 

を用いればいつでもどこでも売買取引可能。防災や緊急時の情報発信及び入手、ニュースや各種 

番組・音楽等の視聴、書物の講読、辞典や辞書・ 参考書としての活用・ 地図・ナビゲーション、 

ゲームやクイズ・パズル等の娯楽、交友拡大など、活用の幅は枚挙に暇がありません。 

今や生活に欠かせない電子機器とインターネット。用途を問わず老若男女あらゆる分野で活 

用されています。極めて便利なツールではあるものの、何気ない操作の中で思わぬ事態を招く 

ことも…。少なからず心当たりがあるのではないでしょうか。 

                           

                                                                       

                       

                                                     

 

 

 

パソコンやスマートフォンを使用する上で特に負荷がかかるのが「目」。 画面を凝視することは 

光を凝視すること。長時間の使用は視力低下を招く危険性があることは言わずもがな。スマホは画 

面が小さくパソコンに比べ光量が少ないものの、狭い画面を見続けると「内斜視」を誘発し、弱視 

や視野狭窄等になりやすいことも指摘されています。同じ姿勢のまま続けることも多く、腰痛や猫 

背などの原因にもなり得るでしょう。以前取り上げた電磁環境についても注意すべき点です。 

時間短縮営業は感染拡大抑制という意味で真に有効なものなのか。路上飲みや日中飲 

みの蔓延はそのしわ寄せや反動であるとすれば本末転倒。人の流れの抑制や密の回避 

など基本的な対策を重視し、規制よりも補償を前面にした政策を願いたいものです。 
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】何度も繰り返して命令したり言い聞かせたりすること。 

緊急事態宣言の発令や蔓延防止法の適用をしても、確固たる具体策とリーダーシップ 

が示されなければ、法の効力は十分発揮されないことでしょう。 
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テレビ電話でさえ夢だったのに今や携帯電話やスマートフォンで遠方の友人知人の 

声を聞けて画面上で会うことも可能。見ず知らずの出会いもありますが… 

  

◎一度定着した生活様式を元に戻すのは容易なことではないでしょう。危険と背中合わせであること 

を心に留め、無頓着に利用することのないよう心掛けたいものです。 

新型コロナ感染情報アプリが機能していなかったという出来事がありましたが、これは大問題！ 

アプリを信じた感染者が感染を確認できず歩き回れば、ウィルスを街中に撒き散らすことに…。 

最も重要でありながら意外に見過ごされがちなのが、ネット利用を可能とする根底には電力供給 

や通信施設が健全であること。災害時には回線混乱や施設損傷などで使用不能になることも。不測 

の事態を想定し、頼り過ぎない、信じ込まない、モラルを持って利用することが肝要です。 

発電に要する環境負荷が問題に挙げられる中、これ程の電子機器普及では相当な電力消費は明白。

発電施設建設や機器生産過程でのエネルギー消費など総合的な環境負荷を考えれば、使用は必要最 

小限にしたいもの、ですが…。見える化のシステムが電力を消費していることにも矛盾を覚えます。

ネット上のサービスを受けるためには個人情報やカード情報の登録を要する場合が多く、接続す 

れば漏洩の危険性が高くなることは必至。先日、某カード会社から不正使用があるとの電話があり、 

最初それさえ疑いをかけたもののよく聞けば正真正銘の連絡であると確認。カード会社の迅速な対 

応により被害は免れましたが、その２～３日前○○ゾンを検索中パソコンから警報音のようなもの 

が鳴ったことが頭を過
よぎ

り、決して他人事ではないことを痛感しました。架空請求の横行もネット社 

会で激増したことでしょう。ＳＮＳ等を介した詐欺や誹謗中傷・ヘイト報道も目にしない日は無い 

程で、自殺（特に女性や子供）殺人事件にまで発展しているケースは決して少なくないようです。 

一方で、直接対人の会議や打ち合わせに比べると手元資料の整合性や綿密さを求める上で難点 

が生じたり、情報過多により正しい情報の見極めや必要な資料の選別にかえって時間を浪費する 

等は茶飯事。現に、ネットカタログより紙ベースカタログの方が素早く探し当てられたりします。 

所用や買い物などの外出等日頃の何気ない行動が激減し運動不足を招く。地元に構える商店は、 

物品や食品の需要が損われ閉店や休業には已む無し。近くに店がなくなり一寸した買い物でも遠 

くへ足を運ばなければならない不便な状況が生じ困惑、特に高齢者。利用しているアプリが何ら 

かのトラブルで機能せずサービス停止や損害を被る、著作権侵害と盗用の多発、ゲームやＳＮＳ 

（ソーシャルネットワーキングサービス）への依存、匿名による誹謗中傷の続発など、負の側面 

も数知れません。その場で何でも調べられるため物事を覚えなくなったという声も耳にします。 


